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解答用紙には、受験番号、氏名を記入してください。 

4 この冊子のどのページも切り離してはいけないが、余白等は適宜利用してもかまいません。 

5 試験終了後、問題冊子は回収します。問題冊子は持ち帰ってはいけません。 



小 論 文  
 
【設問】 

 近年，ユーザの日常的あるいは非日常的な体験を豊かにするための試みが，様々なアプ

ローチで検討されている．資料 1 は「観光」を対象とした，ユーザの体験を豊かにするた

めの研究に関する解説論文の一部である．この資料を読んで以下の設問に答えよ．  

 
資料 1 の出典：北村尊義，“観光エクスペリエンスへの挑み”，ヒューマンインタフェース

学会誌，Vol. 22, No. 2, pp. 4-5, 2002. (1.～2.および 3.の一部を抜粋 ) 

 
設問 1 
 資料 1 で説明されている内容を 200 字以内で要約せよ．  

 
設問 2 

 今後，私たちの生活において，ユーザの体験を豊かにするためにあなたが必要と考える

研究やデザインについて，具体的な場面 (観光でなくても構いません )を 1 つ想定し，その

内容を 400 字以内で記述せよ．  
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1.	はじめに
観光立国の推進は 21世紀における日本国での重

要政策の柱に位置づけられている [1]。それは、観光
で多くの人が訪問する地域では経済が潤うだけでな
く、その地域の住民が誇りと愛着を持つようになり、
地域の活性化につながると考えられているためであ
る。しかし、新たに観光地を創出し、そこに環境客
を呼び寄せ続けることは困難である。その根拠とし
て、Bulter [2] の観光地ライフサイクル論がある。観
光地ライフサイクル論とは、観光地には探索期、関
与期、発展期、成熟期、停滞期、衰退 ･若返り期と
いうライフサイクルがあるとする理論である。この
理論に従うなら、観光地としてどれほど成功したと
しても、いつかは停滞期や衰退期を迎えることにな
る。開館当初、多くの観光客で賑わっていた施設が、
時が経つにつれて話題にされることもなくなり、閉
館を発表する ･･･ ドラマのロケ地としてメディアに
取り上げられ、一躍有名になったが、ドラマ人気の
収束とともに訪れる人も少なくなる ･･･ といった
ケースは数多く存在する。そのため、観光地ライフ
サイクル論には説得力があるといえる。
それでは、観光地ライフサイクル論における停滞

期や衰退期を迎える前に若返り期を迎えるにはどう

すべきであろうか。その鍵となりうる存在のひとつ
に、リピータ（同じ観光地に繰り返し訪れる人）が
あげられる。じゃらんリサーチセンターの調査 [3]

によると、リピータは、地域にある既存の観光資源
（名所や旧跡など）よりもその地域のお土産や買い
物スポット、スイーツやお菓子などを探し出す探索
型観光を楽しむ傾向にあるという結果が示されてい
る。また、その考察 [3] では、リピータが新たな地
域資源の創出に貢献する観光PRサポータとなる可
能性が指摘されている。では、リピータを創出する
システムや仕組みはどのように考案し、実現するの
か。筆者は、その答えを探求するためのフィールド
が観光エクスペリエンスという領域に存在すると考
えている。本稿では、観光エクスペリエンスのフェー
ズを分類し、研究のポイントについて紹介する。

2.	観光エクスペリエンスのフェーズ
観光エクスペリエンスのフェーズ分類には、大ま

かにわけて観光者側と観光サポート側の 2つの視
点が考えられる。観光者側の視点では、プレ旅マエ、
旅マエ、旅ナカ、旅アトという分類が存在する [4]。
プレ旅マエとは、どこに行こうか決めるフェーズの
ことで、さまざまな土地の情報収集をしたり、とも
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に行きたい家族や友人と相談したりしている状態で
ある。具体的な目的地が決定すると、フェーズは旅
マエに移行する。旅マエでは、名所をくまなく巡る
･ のんびりと 1地点のみでくつろぐ ･ 行き当たり
ばったり気の向くままに任せるといったスタイルが
決定され、それぞれのスタイルにあった準備がなさ
れる。旅ナカは、目的地に移動しはじめたときから
帰宅するまでのフェーズであり、旅アトは帰宅した
後のフェーズである。旅アトのフェーズでは旅ナカ
で撮影した写真を印刷してスケッチブックに貼った
り、共に同行した仲間たちと思い出話を共有したり、
旅ナカで出会った人と連絡を取り合うということが
考えられる。そのため、旅が思い出として想起され
ることがある限り、旅アトのフェーズが終わること
はない。
　観光サポート側の視点では、観光者のプレ旅マ
エ、旅マエ、旅ナカ、旅アトの体験を豊かにする
｢検討｣ → ｢立案｣ → ｢試行｣ → ｢実導入｣ → ｢効
果の調査 ･確認｣ → ｢検討へのフィードバック｣ と
いうフェーズ分類が考えられる。観光に関する情報
工学分野では、このいずれかのフェーズにターゲッ
トを絞る研究が多いのではないだろうか。

3.	どう挑むのか
観光サポートの検討で第一に重要なこととして、

どのようなタイプの観光をサポートするのかという
“ターゲッティング”を挙げたい。例えば、効率の
よい探索観光を楽しみたいという人と、ガイド付き
ツアーのように行動のほとんどを誰かに委ねたい人
に、同じ観光システムの提案を試みても両者の満足
度がともに高まる可能性は低い。そのため、観光者

図	2　リピータ創出のための旅ノートシステム

のプレ旅マエ、旅マエ、旅ナカ、旅アトにおける特
定のスタイルを想定したうえで検討を開始する必要
がある。
　観光をサポートしたいターゲットと注力したい
フェーズが決定したのちに、調査、アイデアの導出、
プロトタイピングが始まる。以下より、筆者らの取
り組んだ研究のターゲットとフェーズ、概要につい
て列記する。

立命館大学　北村 尊義
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